
５月３日（金）、鯉が窪湿原まつりにあわせて、哲西町

大竹の牧水二本松公園で「 野  点 」が行われました。来場
の だて

者は、爽やかな風を感じながら優雅なひとときを過ご

していました。

�市議会正副議長紹介　　　 　　　　　ｐ�
�高齢者肺炎球菌ワクチン接種助成事業 ｐ�
�みんなの広場 【ひとこと・風の便り…】 ｐ��̃��
�まちの話題
　【新卒地元就職者激励会…】　　　　　 ｐ��̃��
�はつらつ健康ひろば
　【子どものむし歯を予防しましょう】　 ｐ��̃��
�おしらせ　　　　　　　　　　　　 　ｐ��̃��
�ハッピーバースデー　　　　　　　 　ｐ��

��
�������（平成��年）
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平
成　

年
第
�
回
臨
時
会
が

��

�
月　

日
�
と
�
月
�
日
�
の

��

�
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
選
挙
後
初
と
な
る
今
回

の
臨
時
会
で
は
、
最
初
に
正
・

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議

長
に
池
田
一
二
三
氏
（
哲
西
町

矢
田
）、副
議
長
に
仲
田
康
豊
氏

（
神
郷
下
神
代
）が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年第�回
臨時会

　

こ
の
あ
と
議
席
の
指
定
、
各

常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
が

行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
各
委
員

会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
、

議
席
順
、
敬
称
略
）

◎
難
波　

孝
一

○
石
田　
　

實

　

宮
本　

英
基

　

岩
田　

秀
之

　

藤
澤　

正
則

　

津
島　

大
孝

　

林　
　

光
和

　

羽
場　

純
三

　

榎　

日
出
男

◎
杉
本
美
智
子

○
小
河　

俊
文

　

坂
東　

義
生

　

山
本　

昌
次

　

塩
飽　

満
路

　

橋
本　

亨
子

　

面
田　

照
雄

　

仲
田　

康
豊

　

池
田
一
二
三

◎
山
本　

昌
次

○
岩
田　

秀
之

　

ほ
か
、
議
長
を
除
く
全
員

◎
羽
場　

純
三

○
石
田　
　

實

　

小
河　

俊
文

　

山
本　

昌
次

　

杉
本
美
智
子

　

難
波　

孝
一

　

塩
飽　

満
路

　

仲
田　

康
豊

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

こ
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議

案
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

■
市
長
の
専
決
処
分
し
た
条
例

　

に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
�
�
�
条
第

�
項
の
規
定
に
よ
り
、特
に
緊
急

を
要
す
る
た
め
、議
会
を
招
集

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、専
決
処
分
し
た
条

例（
新
見
市
税
条
例
の
一
部
を

�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
��
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
	

�
�
�

改
正
す
る
条
例
、新
見
市
都
市

計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、新
見
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

■
市
長
の
専
決
処
分
し
た
予
算

　

に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
�
�
�
条
第

�
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
に
緊

急
を
要
す
る
た
め
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
専
決
処
分
し
た

予
算
（
平
成　

年
度
新
見
市
一

��

般
会
計
補
正
予
算
（
第
�
号
）、

平
成　

年
度
新
見
市
国
民
健
康

��

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

�
号
）、
平
成　

年
度
新
見
市

��

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
�
号
））
に
つ
い
て

承
認
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
農
業
委
員
会
委
員
の

　

推
薦
に
つ
い
て

　

新
見
市
農
業
委
員
会
委
員
に
、

議
員
の
中
か
ら
宮
本
英
基
氏

（
高
尾
）を
推
薦
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

　

員
及
び
補
充
員
の
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
新
見
市

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
の
結
果
、
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称

略
）

○
新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

西
村　

武
夫（
草
間
）

　

槙
西　

朝
明（
神
郷
下
神
代
）

　

三
村　

幸
子（
上
市
）

　

安
達　

美
幸（
大
佐
小
南
）

○
新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会
補

　

充
員

①
�
尾　

勇
市（
哲
多
町
矢
戸
）

②
石
本　

利
之（
石
蟹
）

③
渡
辺　

昭
良（
哲
西
町
上
神
代
）

④
村
澤　

江
美
子（
千
屋
）

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

新
見
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
、

安
達
友
恆
氏
（
大
佐
小
阪
部
）、

中
田
省
吾
氏
（
高
尾
）
を
委
員

に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

■
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

新
見
市
監
査
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
識
見
を
有
す
る
委

員
と
し
て
、
引
き
続
き
長
江
勝

美
氏
（
哲
多
町
矢
戸
）
を
、
議

員
の
中
か
ら
塩
飽
満
路
氏
（
金

谷
）
を
委
員
に
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）

 
■
総
務
産
建
常
任
委
員
会

 
■
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

 
■
予
算
決
算
常
任
委
員
会

 
■
議
会
運
営
委
員
会

副議長 仲田康豊氏 議長 池田一二三氏
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■問い合わせ先　健康づくり課（������）
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■
自
己
負
担
額

　

接
種
費
用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い

　

た
額

■
手
続
き

　

助
成
を
希
望
す
る
人
は
、
予
防
接
種

を
受
け
る
前
に
「
予
防
接
種
券
」
の

交
付
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
健
康
づ
く
り
課
、
市
役
所
総

合
窓
口
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
・
連
絡
所
で
受
け
付
け
ま
す
。
手

続
き
の
際
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
接
種
時
に
持
参
す
る
も
の

　

予
防
接
種
券
、
健
康
保
険
証
、
自
己 

　

負
担
金

■
そ
の
他

　

下
記
の
新
見
市
指
定
医
療
機
関
で
の

　

接
種
が
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医
療
機
関

　

に
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電話番号所在地医療機関名 

��－����足立����－�足立診療所

新
見
市

��－����新見���医療生協阿新診療所

��－����石蟹��上江洲医院

��－����西方���－�太田病院

��－����新見����－�作野医院

��－����新見���－�新見中央病院

��－����西方���－�松尾医院

��－����井倉���井倉診療所

��－����菅生����－�菅生診療所

��－����高尾����－��吉田医院

��－����土橋����湯川診療所

��－����高尾���－�長谷川紀念病院

電話番号所在地医療機関名 

��－����新見����－��渡辺病院

新
見
市

��－����大佐永富����金田医院

��－����大佐小阪部����大佐診療所

��－����神郷下神代����神代診療所

��－����神郷高瀬����高瀬診療所

��－����神郷釜村����－�新郷診療所

��－����神郷油野����油野診療所

��－����哲多町本郷����－�
国際貢献大学校
メディカルクリニック

��－����哲西町矢田����哲西町診療所

（����）��－����日南町生山���－�日南病院
日
野
郡

予防接種可能医療機関

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
�
位
で
、

年
間
約　

万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

��

原
因
と
な
る
細
菌
に
は
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
肺
炎
で
最
も
重

症
化
し
や
す
い
も
の
が
肺
炎
球
菌
で
す
。

　

こ
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
発
病

や
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
�
月
�
日

か
ら
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
助
成
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
者
、
助
成

額
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者

　

新
見
市
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人

　

�
接
種
日
現
在
、　

歳
以
上
の
人

��

　

�
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
り
予
防
接
種

　

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人

　

�
接
種
意
思
が
確
認
で
き
る
人

■
助
成
回
数　

生
涯
�
人
�
回

■
助
成
額　

�
回
� , 
�
�
�
円
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〜 「 
食 
」 で
育 
て
る

　
 　
   
心 
と
か 
ら
だ
〜

　

「
食
」
は
、
豊
か
な
人
間
性
を
育

み
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
食
べ
物
が
季
節
を
問
わ
ず

並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
豊
か
な
食
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
食
生
活
に
起
因

す
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
や
、
朝

食
の
欠
食
、
家
族
が
一
緒
に
食
卓

を
囲
む
機
会
の
減
少
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、「
食
」
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
や
食
習
慣
を
身
に
つ
け

て
、
健
康
な
食
生
活
を
お
く
る
こ

と
が
で
き
る
力
を
育
て
る
「
食
育
」

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�
月

は
「
食
育
月
間
」
で
す
。
こ
の
機

会
に
、「
食
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

「
食
べ
る
こ
と
」 
は

「
生
き
る
こ
と
」

��������	
�

高齢者とのふれあい料理教室 地域の栄養委員との食育授業 幼稚園での食育講座

�������� ��������� ���������
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たんぱく質源�
となる食品�

野  菜�

���������

�������
��

ごはんに「たんぱく質源とな
る食品＋野菜」を組み合わせ
ることで、バランスのよい献
立となります。

【材料（�個分）】
ごはん　���ｇ、ゆかり少々　

きゅうり　��ｇ、チーズ��ｇ

【作り方】
�きゅうりは�等分にして薄切りにし、塩をふりし

ばらくおいて水気をしぼる。チーズは角切りにする。

�ごはんにゆかりをふり、具と混ぜラップでおにぎ

りを作る。

【材料（�個分）】
ごはん　���ｇ、揚げ天（天かす）��ｇ　

ちくわ　��ｇ、ねぎ　�ｇ、めんつゆ 適量

【作り方】
�ねぎ、ちくわは大きめのみじん切りにする。

�ごはんに具とめんつゆを混ぜラップでおにぎりを

作る。

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

乳幼児期
生活リズムが乱
れている子ども
の増加

学童・思春期
小・中学生の
肥満率の上昇

青壮年期
糖尿病予備軍の

増加

高齢期 
低栄養傾向の
高齢者の増加

【図１】

資料提供：兵庫県立大学
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脳の働きを長時間持続できる

朝から昼まで集中力が続く

血糖値（血液中のブドウ糖濃度）
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下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改
善
お
よ

び
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
雨
水
の

排
除
と
汚
水
の
処
理
に
よ
る
浸
水
の
防

除
と
い
う
機
能
を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適
な
生
活

環
境
を
築
く
た
め
に
、
供
用
開
始
と
な

っ
て
い
る
公
共
下
水
道
（
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
を
含
む
）
、
農
業
集
落

排
水
な
ど
の
集
合
処
理
の
区
域
で
は
、

水
洗
便
所
へ
の
改
造
や
台
所
、
浴
室
の

宅
内
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、
下
水
道

へ
早
期
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

　　

市
で
は
、
集
合
処
理
区
域
以
外
の
地

区
に
お
い
て
、
水
質
浄
化
を
目
的
と
し

た
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い

世
帯
は
早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
希

望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
建
物

　

専
用
住
宅
ま
た
は
住
宅
部
分
の
面
積

　

が
全
体
の
�
分
の
�
以
上
の
店
舗
併

　

用
住
宅

※
浄
化
槽
設
置
完
了
後
、
�
年
以
内
に 

　

排
水
設
備
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

■
分
担
金
（
�
戸
あ
た
り
）

　

�
〜　

人
槽　
　

万
円

��

��

■
使
用
料
（
一
般
住
宅
�
か
月
あ
た
り
）

　

基
本
額　

� ,
�
�
�
円

※
世
帯
員
�
人
に
つ
き
�
�
�
円
を
加

算
し
ま
す
。

■
設
置
申
請
受
付
期
間

　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

※
設
置
工
事
に
期
間
が
必
要
と
な
る
た

　

め
、
受
付
期
間
で
締
め
切
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
区
域
以
外
の
地
区
で
、

下
水
道
、
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場

合
、
下
水
道
使
用
料
は
毎
年
�
月
�
日

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
世
帯
人
員
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
帯
人
員
に
は
世
帯
分
離
を
し
て

同
じ
下
水
道
、
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い

る
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

年
度
途
中
に
死
亡
、
転
出
な
ど
で
世

帯
人
員
が
減
っ
た
場
合
は
、
使
用
料
が

減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
届
け
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
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公
共
下
水
道
な
ど
の
処
理
区
域
内
で
、

水
洗
便
所
に
改
造
す
る
排
水
設
備
の
工

事
を
行
う
場
合
に
、
こ
の
費
用
を
一
度

に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し

て
、
市
が
指
定
し
た
市
内
の
金
融
機
関

に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
利
子
を

助
成
し
ま
す
。
（
供
用
開
始
か
ら
�
年

以
内
の
改
造
が
対
象
）

■
あ
っ
せ
ん
の
条
件　

　

市
税
、
公
共
料
金
な
ど
を
完
納
し
て

　

い
る
こ
と

■
融
資
額　

　

改
造
工
事
�
件
に
つ
き　

万
円
以
内

��

※
改
造
工
事
�
件
と
は
、
�
戸
の
す
べ

　

て
の
便
所
の
改
造
工
事
お
よ
び
排
水

　

設
備
の
接
続
工
事
を
い
い
ま
す
。

■
融
資
利
率　

�
・
�
％
（
固
定
）

■
利
子
補
給
率

　

供
用
開
始
初
年
度
接
続　

�
・
�
％

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
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���������

�
雨
水
流
出
抑
制
施
設
を
利
用
す
る
た

め
の
ポ
ン
プ
を
設
置
す
る
こ
と

�
市
と
申
請
者
と
の
間
で
雨
水
流
出
抑

制
施
設
の
管
理
に
関
す
る
協
定
書
を

締
結
す
る
こ
と

�
浄
化
槽
の
転
用
は
、
指
定
工
事
店
の

施
工
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

�
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
設
置
者
の

責
任
で
対
処
す
る
こ
と

■
補
助
金
額

　
　

人
槽
ま
で　

�
万
円

��

　
　

人
槽
以
上　
　

万
円

��

��

■
申
請
方
法

　

工
事
着
手
前
に
、
排
水
設
備
新
設
承

　

認
申
請
書
と
既
設
浄
化
槽
再
利
用
工

　

事
補
助
金
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
申
請
書
の
作
成
お
よ
び

　

提
出
は
、
新
見
市
下
水
道
排
水
設
備

　

指
定
工
事
店
が
行
い
ま
す
の
で
、
補

　

助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

　

は
、
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
管
理
係

　

（
新
見
・
神
郷
・
哲
多
地
区
）

　
　

�
�
�
�
�
�

　

大
佐
支
局
�
�
�
�
�
�

　

哲
西
支
局
�
�
�
�
�
�

　下水道の排水設備工事は、指定工事店

でなければ施工できません。市の公共下

水道などの排水設備工事を施工しようと

する工事業者は、新見市下水道排水設備

指定工事店の指定を受けることが必要です。

　本年度は、次の内容で受け付けます。

 
 ■指定の要件
  ○下水道排水設備工事責任技術者が
  　１人以上専属していること

  ○工事の施工に必要な設備および器材
 　 を有していること

  ○岡山県内に営業所があること

  ○市税などを完納していること

■受付期間　�月�日�～��日�

　　　　　　�����～�����  ※閉庁日を除く

■申し込み・問い合わせ先

　下水道課管理係（������）

�������
�����

����

��������

　

�
年
目
接
続　

�
・
�
％

　

�
年
目
接
続　

�
・
�
％

■
償
還
期
間　

最
長　
　

か
月

��

■
償
還
方
法　

　

月
賦
償
還
と
し
、
償
還
額
は
改
造
工

事
�
件
に
つ
き
毎
月
� ,
�
�
�
円
以
上

■
申
込
方
法

　

工
事
着
手
前
に
、
排
水
設
備
新
設
承

認
申
請
書
と
水
洗
便
所
改
造
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
の
作
成
お
よ
び
提

出
は
、
新
見
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
が
行
い
ま
す
の
で
、
制
度

を
利
用
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
指
定

工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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既
設
の
浄
化
槽
を
雨
水
流
出
抑
制
施

設
に
再
利
用
し
て
、
雨
水
の
流
出
抑
制

と
有
効
利
用
を
図
る
個
人
ま
た
は
法
人

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
の
条
件

�
市
税
、
公
共
料
金
な
ど
を
完
納
し
て

い
る
こ
と
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3
月　

日 
�
、
哲
西
三
光
生
活

15

改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
上
神
代
地
区

ふ
れ
あ
い
協
議
会
の
み
な
さ
ん
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
政
に
つ
い
て
の
近
況
報
告
を

行
っ
た
あ
と
、
告
知
放
送
機
器
の

利
用
方
法
や
大
谷
川
ダ
ム
建
設
中

止
後
の
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
や

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
告
知
放
送
機
器
の
利

用
に
つ
い
て
く
わ
し
く
説
明
す
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
や
、
県
が
行

っ
て
い
る
水
量
調
査
の
結
果
に
よ

り
方
向
性
を
示
し
、
水
源
確
保
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
月　

日
（
木
）、
ホ
テ
ル
エ
イ

��

コ
ー
会
議
室
で
、
新
見
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の

み
な
さ
ん
と

意
見
交
喚
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
政
に
つ

い
て
の
近
況

報
告
を
行
っ

た
あ
と
、
財

産
債
務
の
状

況
を
表
す
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作

成
状
況
や
A
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
の

開
催
な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
提
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
健
全
化
比
率
な
ど
を

示
し
健
全
な
財
政
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
や
、
好
評
を
博
し
て
い
る

A
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
を
今
年
度
も

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

本
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
世
界
で
活
躍

で
き
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
を
配
置
し
て
の
小
・
中
学
校
で

の
一
貫
し
た
英
語
教
育
、
i
Ｐ
ａ
ｄ
や
電
子
黒
板

等
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
支
援
員
を
配
置
し

た
き
め
細
か
い
特
別
支
援
教
育
な
ど
、
特
色
あ
る

学
校
教
育
の
充
実
に
他
市
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
登
下
校
時
の
見
守
り
や
環

境
整
備
、
あ
る
い
は
も
の
づ
く
り
や
伝
統
文
化
の

指
導
な
ど
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
各
種
団

体
等
に
よ
る
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
多

く
の
皆
様
方
に
支
え
ら
れ
て
育
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
市
で
は
、
地
域
・
学
校
・
家

庭
が
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
新
見
の
子
ど
も
は
市

民
み
ん
な
で
育
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
学
び
愛
の

ま
ち　

に
い
み
』
を
本
年
度
よ
り
開
始
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
多

く
の
大
人
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
感
謝
や

他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち
、
自
分
へ
の
自
信
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
が
育
ま
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
、
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
「
ふ
る
さ
と
新
見
」
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
課
題
で
あ
る
学
力

向
上
を
目
指
し
て
、
市
民
の
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
が

子
ど
も
た
ち
の
体
験
学
習
や
補
充
学
習
を
支
援
す

る
「
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の

基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
に
開
催
す

る
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
「
教
育
講
演
会
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、�
新
見
市
家
庭
教
育

週
間
�
を
設
け
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に

お
い
て
「
親
子
で
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
そ
う
」
と

い
う
一
斉
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
見
市
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
に
大
人
た
ち
が
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
や
健
全
育
成
と
同
時
に
、

大
人
も
子
ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
子
ど
も
も

大
人
も
と
も
に
育
つ『
学
び
愛
の
ま
ち　

に
い
み
』

を
目
指
し
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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元
哲
西
町
長
の
深
井
正
さ
ん
（
哲
西

町
畑
木
）
に
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
�
年
に
哲
西
町
長
に
初
当
選
し
、

市
町
合
併
ま
で
の
連
続
�
期　

年
務
め

��

ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
哲
西
町
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
建

設
し
た
複
合
施
設
「
き
ら
め
き
広
場
・

哲
西
」
は
、
診
療
所
や
図
書
館
な
ど
を

備
え
、
多
く
の
住
民
が
利
用
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

元
中
学
校
長
の
長
江
俊
忠
さ
ん
（
哲

多
町
矢
戸
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
の
新
砥
中
学
校
を
振
り
出

��

し
に
、
新
見
第
一
、
井
倉
中
学
校
で
教

諭
を
務
め
ら
れ
、
哲
多
町
教
育
委
員
会

と
新
見
市
教
育
委
員
会
で
の
教
育
行
政

を
経
て
、
井
倉
中
学
校
の
校
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
哲
南
中
学
校
の

校
長
を
最
後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
哲
多
町
教
育
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
市
消
防
団
副
団
長
の
藤
井
寛
治
さ

ん
（
大
佐
永
富
）
に
瑞
宝
単
光
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
大
佐
町
消
防
団
に
入
団

��

さ
れ
、
平
成　

年
に
勇
退
さ
れ
る
ま
で

��

の　

年
間
、
指
導
部
長
や
分
団
長
、
副

��
団
長
を
経
て
、
市
町
合
併
後
は
市
消
防

団
副
団
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
消
防
操
法
の
技
術
向
上
に

務
め
る
な
ど
、
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
務
め
ら
れ
た
田
井
政
子
さ
ん
（
新

見
）
が
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
井
さ
ん
は
、
平
成
�
年　

月
か
ら

��

平
成　

年
�
月
ま
で
の　

年
�
カ
月
に

��

��

わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
合

併
後
は
新
見
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
監
事
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
や
少
子
化
な
ど
福
祉
に
関
す

る
問
題
が
多
様
化
す
る
中
で
、
多
年
に

わ
た
り
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
、

地
域
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
� おめ で と う

ござ います

 深  井 　正   さん
ふか い まさし

 藤  井   寛 治   さん
ふじ い ひろ はる

 長  江   俊 忠   さん
なが え とし ただ

 田  井   政 子   さん
た い まさ こ

教育委員長

 小  野    貴  美 江   さん
お の き み え

（新見）

教育委員

 安  達 　 友 恆   さん
あ だち とも ひさ

（大佐小阪部）

教育委員長
職務代理者

 竹  本 　 俊 郎   さん
たけ もと とし ろう

（新見）

�����
教
育
委
員
長
・
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期：

平
成　

年
�
月　

日
〜　

��

��

任
期：

平
成　

年
�
月　

日　

��

��
教育長

 中  田 　  省 吾   さん
なか だ しょう ご

（高尾）

教
育
長
・
教
育
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

任
期：

平
成　

年
�
月　

日
〜　

��

��

任
期：

平
成　

年
�
月　

日

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
庶
務
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）



������������
��������

と
ば
か
り
で
す
。
限
り
あ
る

資
源
・
豊
か
な
環
境
を
次
の

世
代
へ
残
す
た
め
に
も
、
環

境
に
や
さ
し
い
生
活
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

家
の
中
に
、
使
っ
て
い
な

い
エ
コ
バ
ッ
グ
や
ふ
ろ
し
き

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

岡
山
県
で
は
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
店
舗
、
消
費
者
・
環
境

団
体
な
ど
、
市
町
村
と
協
力

し
て
、
毎
月　

日
を
「
岡
山

��

県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」

と
定
め
、
買
い
物
の
際
に
レ

ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
「
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
」
の
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、
日
本
で
は
国

民
一
人
あ
た
り
年
間
�
�
�

枚
も
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が「
ご

み
」
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

�
枚
の
レ
ジ
袋
を
作
る
の

に
は
、　

ワ
ッ
ト
の
電
球
を

��

�
時
間
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
の

石
油
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ジ
袋
も
何
度
も

使
え
ば
立
派
な
エ
コ
バ
ッ
グ

で
す
。
買
い
物
袋
と
し
て
繰

�
�
��
�
�
�
�
�

「
強
」
か
ら
「
中
」
に
し
、

扉
の
開
閉
を
少
な
く
す
る

�
お
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯

や
庭
木
な
ど
の
水
や
り
に

使
う

�
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
や
め
、
走
行
中
も
急
発

進
、
急
加
速
を
し
な
い

�
近
距
離
は
歩
く
か
自
転
車

を
使
い
、
車
の
使
用
を
減

ら
す

�
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、

レ
ジ
袋
や
包
装
紙
を
減
ら

す

　

ど
れ
も
手
軽
に
で
き
る
こ

　

い
つ
も
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
…
。

こ
れ
ら
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
限
り
あ
る
資
源

を
少
し
で
も
長
く
使
え
る
よ

う
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
…

�
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
ぱ
な
し

を
や
め
る

�
家
族
が
同
じ
部
屋
で
過
ご

し
、
冷
暖
房
や
照
明
の
利

用
を
減
ら
す

�
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を

り
返
し
使
い
、
家
庭
か
ら
出

る
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
�
月　

日
（
ご
み
ゼ

��

ロ
の
日
）
か
ら
�
月
�
日
（
環

境
の
日
）
ま
で
の
期
間
を
「
全

国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ

ー
ク
」
と
し
て
、
住
民
、
事

業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な

ど
の
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　

新
見
市
で
も　

名
の
不
法

��

投
棄
監
視
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

不
法
投
棄
が
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。「
不
法
投
棄
は
許
さ
な

い
！
」
と
い
う
み
な
さ
ん
の

監
視
の
目
で
、
不
法
投
棄
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

�
�
�
�
�
�

�
��

�
�

��

��
�
�
�
�
�
�
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■問い合わせ先　心身障害者医療費助成　福祉課障害者福祉係（��６１２６）

　　　　　　　　ひとり親家庭等医療費助成　こども課こども福祉係（��６１１５）

　

心
身
障
が
い
者
や
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
、
医
療
費
の
一
部

を
公
費
で
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
が
原
則
�
割
と

な
り
、
�
か
月
の
負
担
限
度
額

に
つ
い
て
も
所
得
に
応
じ
て
基

準
額
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
場
合
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

医
療
費
受
給
資
格
証
を
す
で

に
お
持
ち
の
人
の
有
効
期
限
は

�
月
末
で
す
。

　

�
月
上
旬
に
、
更
新
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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ひとり親家庭等医療費助成心身障害者医療費助成

前年分の所得税が非課税で、

次のいずれかに該当する人

①ひとり親家庭の親および児

童（※）

②父母のいない児童（※）、およ

びその児童を養育している

配偶者のいない人

※児童とは��歳未満の人。ただし、

高等学校に在学中の人は卒業ま

で対象となります。

次のいずれかに該当する人

①�級または�級の身体障害

者手帳を持っている人

②重度の知的障がい者と判定

された人

③�級の身体障害者手帳を持

っている人で、中度の知的

障がい者と判定された人

※所得制限により対象にならない

場合があります。

※��歳以上で新たに①～③に該当

した場合は対象になりません。

対象者

こども課・各支局・

各市民センター

福祉課・各支局・

各市民センター
申請場所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
福
祉
係（
�
�
�
�
�
�
）

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
に
よ
り
支
給
要

件
を
確
認
し
、
�
月
以
降
の
支
給
を
決
定
し
ま
す
。

必
ず
�
月　

日
�
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

��

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
�
月
分
以
降
の
手
当

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
注
意
事
項

　

平
成　

年
１
月
１
日
に
新
見
市
に
住
所
が　

２５

　

な
か
っ
た
人

　
　

現
況
届
の
ほ
か
に
、
平
成�

年
�
月
�
日
に

��

居
住
し
て
い
た
市
区
町
村
が
発
行
し
た
「
平
成

�

年
度
（
平
成�

年
分
）
児
童
手
当
用
所
得
証

��

��

明
書
」
が
必
要
で
す
。

　

児
童
が
新
見
市
以
外
に
居
住
し
て
い
る
人

　
　

該
当
児
童
の
属
す
る
「
世
帯
全
員
の
住
民

票
」
が
必
要
で
す
。

※
現
況
届
の
記
入
用
紙
は
、
�
月
上
旬
に
送
付
し

　

ま
す
。

■
提
出
先

　

こ
ど
も
課
、
各
支
局
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
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こ
れ
か
ら
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
大
雨
が
降
る
時
期
に
な
り
、
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
大
雨
の
情
報

　

長
雨
や
大
雨
で
危
険
だ
と
思

っ
た
ら
、
早
め
に
避
難
し
ま
し

ょ
う
。

　

土
砂
災
害
の
多
く
は
、
雨
が

原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
1
時
間

に　

�
以
上
、
ま
た
は
降
り
始

20
め
て
か
ら
1
0
0
�
以
上
の
降

雨
量
に
な
っ
た
ら
、
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
方
法

　

土
砂
の
流
れ
る
方
向
に
対
し

て
横
方
向
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

土
石
流
は
速
度
が
速
い
た
め
、

流
れ
を
背
に
し
て
逃
げ
る
の
は

危
険
で
す
。

■
避
難
場
所

　

普
段
か
ら
家
族
全
員
で
避
難

場
所
や
避
難
す
る
道
順
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
家
族

全
員
が
近
く
に
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
家
庭
で
、
あ
ら
か
じ

め
避
難
場
所
を
決
め
て
お
け
ば

安
心
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
維
持
管
理
係

　

�
�
�
�
�
�

■
た
め
池
の
管
理

　

近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
り
全
国
的
に
た
め
池
が

被
災
し
、
下
流
域
の
農
地
や
家

屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
日
頃
か
ら 
堤  
体 

て
い 

た
い

の
草
刈
り
や
点
検
な
ど
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
時
は
、
事
前
に

水
位
を
下
げ
て
お
く
な
ど
十
分

な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
災
害
復
旧
事
業

　

被
災
し
た
田
畑
や
農
業
用
施

設
に
つ
い
て
、
適
用
要
件
を
満

た
し
た
場
合
は
、
復
旧
工
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
復
旧

工
事
を
希
望
す
る
場
合
は
、
被

災
後
速
や
か
に
、
農
林
課
ま
た

は
各
支
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
適
用
要
件

　
　

時
間
で　

�
以
上
の
雨
量
、

��

��

ま
た
は
�
時
間
に　

�
以
上
の

��

雨
量
が
あ
っ
た
場
合
で
、
次
の

農
地
・
施
設
が
復
旧
工
事
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
耕
作
面
ま
で
被
災
し
た
農
地

②
農
業
用
施
設
（
複
数
の
受
益

者
が
い
る
農
道
・
水
路
な

ど
）
が
被
災
し
機
能
し
な
い

状
態
の
も
の

○
受
益
者
負
担
金

　

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

工
事
に
は
、
受
益
者
負
担
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
耕
地
係

　

�
�
�
�
�
�

　

梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

暴
風
・
豪
雨
に
よ
り
山
腹
が
崩

壊
し
た
り
、
土
石
流
が
発
生
す

る
な
ど
、
山
地
災
害
の
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。

■
８
つ
の
危
険
信
号
に

　

注
意
！

①
枯
れ
た
こ
と
の
な
い
わ
き
水

　

が
止
ま
っ
た

②
普
段
、
澄
ん
で
い
る
沢
や
井

　

戸
の
水
が
濁
っ
た

③
川
が
濁
り
、
流
木
が
混
ざ
り

　

は
じ
め
た

④
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、

　

川
の
水
位
が
下
が
っ
た

⑤
わ
き
水
の
量
が
急
に
増
え
た

⑥
山
の
木
が
傾
い
た
り
、
斜
面

　

に
亀
裂
が
走
っ
た

⑦
山
の
斜
面
か
ら
石
が
転
が
り

　

落
ち
て
き
た

⑧
地
鳴
り
の
音
が
聞
こ
え
て
き

　

た

　

危
険
を
察
知
し
た
ら
、
そ
の

場
所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
、

次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
林
業
振
興
係

　

�
�
6
1
3
4
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���������	
���
�����������　《毎日》 �：��・�：��・��：��・��：��
��������	
����　《毎日》 �：��・��：��・��：��
��������	
	�������
	����������　《毎日》 �：��・��：��・��：��
���������	
��
����������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
��������	
�����������������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��
��������	
���������������《毎日》 �：��・��：��・��：��
��������	�
������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��
��������		
���������������　《毎日》 �：��・��：��・��：��
���������	
������������������　《毎日》  ��：��・��：��・��：��
��������	
������《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��
※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。
 ■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）

■縦覧場所・問い合わせ先
　選挙管理委員会事務局（�６１５２）

　選挙管理委員会では、平成��
年�月�日登録の選挙人名簿
及び在外選挙人名簿のうち新規
登載者名簿を、次のとおり縦覧
に供します。
　この縦覧は、選挙人の異議申
し出の機会を保障するためのも
ので、登録漏れや無資格者の登
録、記載事項の誤りを防止する
ためのものです。

■縦覧期間
　�月�日（月）～�日（金）
　�時��分～��時  （毎日）

選 挙 人名 簿 の
縦覧

��

■内容　ワープロソフト「ワード」を使用した、操作の基礎と簡
　　　　単な文書の作成（�回連続）
■対象　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる方
■日時　�月��日 （水）、��日 （木）、��日 （金）
　　　　時間はいずれも��：��～��：��
■会場　まなび広場にいみ�階パソコン教室
■参加費　�� ���円（テキスト代別途）
■定員　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法
　講座名（パソコン講座�月・パソコンで簡単な文書を作ってみ
　よう）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、
　ハガキまたは電話、Ｆ Ａ Ｘでお申し込みください。また、まなび広
　場にいみ受付にも申込用紙を用意していますのでご利用ください。
■申込締切　�月��日（火）
■申し込み・問い合わせ先
　〒���－����　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係　������　 �����

　巡回更生相談は、身体に障がいのある人に対して、専門の医師が診察を行い、補装具費支給の判

定や補装具に関する相談を行います。

　補装具費支給決定の判定を受けた人を対象に、車いすや補聴器などの補装具の修理や購入をする

際、補装具費が支給されます。　 なお、相談日の前日までに申し込みが必要です。

■日時　�月��日 （金） ��時～��時��分 （受付）

■場所　新見市保健福祉センター（金谷）

■相談内容　車いす、補聴器などの補装具費支給申請、補装具の相談など

■対象　肢体（手・足・体幹）障がい・聴覚障がいのどちらかの身体障害者手帳を所持している人

■持参するもの　身体障害者手帳・印鑑

■申し込み・問い合わせ先　福祉課障害者福祉係（�６１２６）

��������	
����
���������	
��

������
�������������

補装具の相談は身体障がい者巡回更生相談をご利用ください
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平成２５年度

新見市成人式
成人式、 それは新しい時代を生きるみなさんの
 ２０歳の門出です。その企画から運営までを自分
たちで行ってみませんか？

■実行委員応募資格

　平成��年度新見市成人式対象者

　（平成�年�月�日～平成�年�月�日生）

幅広い世代に愛されてきた「アルプスの少女ハイジ」
のミュージカルをぜひ、ご家族でご覧ください。

������
���������

　市の成人式は、実行委員会が中心となり、企画・運

営を行っています。

　式典の内容やアトラクション、その他の演出や記念

品など、すべてを実行委員会が自ら企画し、自分たち

の成人式を作り上げます。

　実行委員会は、成人式開催まで必要に応じて会議

を行います。実行委員としてご参加いただける人を募

集しますので、ぜひご応募ください。

 新見市成人式実行委員の募集

■募集人数　��人程度

■募集期間　�月�日（月）～�月��日(水)

■応募方法　住所、氏名、性別、生年月日、

　電話番号をご記入の上、ハガキまたはＦＡ　

　Ｘでご応募ください。

　【ハガキ】

　〒���－����新見市新見���番地�

　生涯学習課内「成人式実行委員会事務局」

　【ＦＡＸ】　�����

■問い合わせ先

　生涯学習課生涯学習係（������）

■平成２５年度新見市成人式

　平成��年�月�日 （木）に開催予定です。 実

　行委員会設立後�正式にご案内いたします。

新見文化交流館自主企画事業

�ハイジ（青木梨乃）　�セバスチャン（今井ゆうぞう）
�ロッテンマイエル（大沢逸美）

■開催日　８月４日（日）
■開演（開場）時間　14時（13時30分）
■会場　まなび広場にいみ　大ホール
■入場料　一般：�����円　高校生以下：���円
　※全席指定
■チケット取扱場所
　�まなび広場にいみ受付�生涯学習課

■問い合わせ先
　生涯学習課文化振興係（��６１０８）

��������

■内容

　新見市指定文化財を写真や資料などを用いて解説

■日時　�月�日（土）　��：��～��：��

■会場　まなび広場にいみ�階学習室

■受講料　���円

■定員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

　講座名（市民学習講座�月・文化財探訪）、郵

　便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し

　て、ハガキまたは電話、ＦＡＸでお申し込みく

　ださい。また、まなび広場にいみ受付にも申込

　用紙を用意しておりますのでご利用ください。

■申込締切　�月��日（金）

■申し込み・問い合わせ先

　〒���－����　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係

　（������）　（ＦＡＸ�����）

�����������������

７ 月
まなび広場にいみ主催

 「市民学習講座」

 （講座編）
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ジ 
カ
ル  



�備中県民局森林企画課　　　�（���）���-����　倉敷市羽島����
�美作県民局森林企画課　　　�（����）��-����　津山市山下��
�備前県民局森林企画課　　　�（���）���-����　岡山市北区弓之町�-�
�新見地域事務所地域森林課　������　　　　  新見市高尾����

【狩猟免許試験】
管轄県民局受付期間場所開催日

備中県民局�月��日～�月��日マービーふれあいセンター�月��日�

美作県民局�月��日～�月��日グリーンヒルズ津山  リージョンセンター�月�日�

備前県民局�月�日～�月��日体験学習施設百花プラザ�月�日�

■申し込み・問い合わせ先

����������
����������

��������	

■会場　まなび広場にいみ　3階学習室

■受講料　無料

■申込方法
　新見公民館およびまなび広場にいみ（受付）
　にある参加申込書により、新見公民館へ申
　し込んでください。電話での申し込みもで
　きます。

■問い合わせ先　新見公民館（������）

小・中学生囲碁教室絵てがみ教室

小学生および
中学生

小学生～大人
対象
（市内在住）

毎月第 ��および第
�土曜日
��時～��時

毎月第 ��土曜日
��時��分～
��時��分

開催日時

 下  川 　 忠  夫 　他
しも かわ ただ お

 山  � 　 美  咲  子 
やま さき み さ こ

講師

��名��名募集人数

�月��日（日）�月��日（木）申込期限

�月��日（土）�月�日（土）初回期日

��������

　クマは基本的に人を避けて生活しているので、 野山に出かける際は、自分の存在を知らせ

るために音が鳴る物（鈴やラジオなど）を携帯し、クマを遠ざけるようにしましょう。 また、 物

音がする方へは近づかないなど十分注意してください。

■問い合わせ先　備中県民局地域事務所新見地域森林課（������）
　　農林課林業振興係（������） 　　

����������

有害鳥獣の
駆除に向けて

【狩猟初心者講習会】（狩猟免許試験対策のための講習会）

■問い合わせ先
　岡山県猟友会事務局　
　�（���）���-����

受講料場所開催日

�����円

マービーふれあいセンター�月��日�

グリーンヒルズ津山  リージョンセンター�月��日�

体験学習施設百花プラザ�月�日�

 情報をお寄せください 

���������	
�����
　狩猟・有害鳥獣捕獲にわな・銃器を使う場合は狩猟免許が必要です。次の日程
で試験などが行われますので、ぜひ受験してください。

 ご利用ください
狩猟免許を取得する人を対象とした助成制度があります。　 ■問い合わせ先　 農林課林業振興係（������）

　今年も、東京芸術大学教授の 宮  廻  正  明 先生ほ
みや さこ まさ あき

か�名の大学院生をお迎えして、絵画教室を開
催します。
　開催日は、�月��日�・��日�です。くわし
い日程・参加募集は市報にいみ�月号、ホーム
ページ、また行政放送などでお知らせします。

■問い合わせ先　
　生涯学習課生涯学習係（������）
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桜
の
花
と
と
も
に
賑
や
か
だ
っ
た

選
挙
戦
も
終
わ
り
、
若
葉
の
芽
吹
き

と
と
も
に
新
体
制
の
新
見
市
議
会
が

動
き
出
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
女
性

議
長
の
誕
生
に
、
同
じ
女
性
の
一
人

と
し
て
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
春
浅
い
頃
、
あ
の
人
は
勇
退

ら
し
い
、
こ
の
人
が
思
い
を
固
め
た

ら
し
い
と
、
世
の
中
が
俄
然
賑
や
か

に
な
り
始
め
ま
し
た
。

　

善
し
悪
し
は
別
に
し
て
、
い
ろ
い

ろ
と
ち
ま
た
に
お
も
し
ろ
い
話
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。
今
ま
で
そ
ば
を
通

っ
て
も
、
も
の
も
言
わ
な
か
っ
た
け

ど
愛
想
が
よ
く
な
っ
た
と
か
、
あ
の

人
と
こ
の
人
と
つ
な
が
り
が
あ
る
ら

し
い
と
か
、
ス
ー
パ
ー
の
他
人
の
立

ち
話
に
も
耳
を
長
く
し
た
も
の
で
す
。

　

選
挙
期
間
中
も
毎
日
の
よ
う
に
誰

か
と
握
手
し
、
手
を
振
り
、
色
々
と

市
政
へ
の
熱
い
思
い
を
幾
度
と
な
く

聞
き
ま
し
た
。 
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

ど
う
し
て
も
当
選
し
て
い
た
だ
き

た
い
人
が
複
数
い
ま
し
た
が
、
1
票

し
か
な
い
の
が
恨
め
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、　

名
の
議
員

��

さ
ん
た
ち
の
抱
負
が
全
う
さ
れ
れ
ば
、

ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
新
見
市
に
な
る

だ
ろ
う
か
と
、
一
市
民
と
し
て
見
守

り
、
後
押
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　

私
は
県
南
か
ら
こ
の
地
に
来
た
者

で
す
が
、
生
ま
れ
故
郷
の
雑
踏
の
中

よ
り
空
気
が
き
れ
い
で
人
情
厚
い
こ

の
新
見
市
を
愛
し
、
家
族
7
人
の
中

で
ど
ん
と
腰
を
下
ろ
し
、
田
舎
生
活

を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

過
疎
地
域
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
が
言
い
ま
し
た
。
「
若
い
者
は

お
る
ん
だ
け
ど
働
く
所
が
な
く
て
は

な
あ
」
と
。
心
の
奥
深
く
突
き
刺
さ

り
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
も
期
待
し
ま
す
。
I
タ

ー
ン
、
U
タ
ー
ン
も
大
い
に
期
待
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

　

日
本
一
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
新
見
市
が
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
名
実
と
も
に
安
全
安
心
の
ま
ち

に
な
れ
ば
、
若
者
の
流
出
も
減
り
、

子
ど
も
た
ち
の
賑
や
か
な
声
が
す
る

素
敵
な
ま
ち
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
期
待
し
夢
見
て
い

る
こ
の
頃
で
す
。
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 長  江 　 昭 子   さん �（哲多町矢戸）

なが え あき こ

会社役員

�
�
�
�
�
�
�
�

新
見
公
立
短
期
大
学 

幼
児
教
育
学
科
２
年

  
井  
原  
ま
ゆ
み
さ
ん　

い 

は
ら

（
出
身

　

（
出
身 ‥‥

愛
媛
県
新
居
浜
市
出
身

愛
媛
県
新
居
浜
市
出
身
））

��������������������	���
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北

か

ら

第　

通
��

 小  寺 　 修 次   さん�

こ でら しゅう じ

兵庫県西宮市（出身：新見）
職業：会社員

ク
ラ
ブ
の
活
躍
を
、

新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

る
た
び
に
誇
ら
し
く
思
い
、
ま
た
励
ま
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
偶
然
に
も
近
く
で
再
会
し
た
関
西
で

暮
ら
す
新
見
の
友
達
と
も
度
々
酒
を
飲
み
、

く
だ
を
ま
い
て
い
ま
す
。故
郷
の
友
と
飲
む
酒
は

ま
た
格
別
で
す
。
関
西
で
暮
ら
し
な
が
ら
も
新
見

の
情
報
に
励
ま
さ
れ
、
新
見
の
友
に
癒
さ
れ
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

在
、
私
は
兵
庫
県
西
宮
市
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
新
見
で
生
ま
れ
、
新
見
で
育
ち
、
大
学

進
学
の
た
め
新
見
を
離
れ
て
か
ら
、
も
う　

年
に

��

な
り
ま
す
。
新
見
で
暮
ら
し
て
い
た
時
間
よ
り
も

遥
か
に
長
い
時
間
を
関
西
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、

言
葉
も
生
活
も
完
全
に
は
関
西
人
に
な
り
き
れ
ま

せ
ん
。（
関
西
人
が
特
別
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

…
。）
心
の
ど
こ
か
に
故
郷
で
あ
る
新
見
の
心
が
ず

っ
と
残
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
新
見
高
校
時
代
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
漬
け
の

毎
日
で
し
た
。
高
校
で
出
会
っ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

と
は
未
だ
現
在
に
至
る
ま
で
付
き
合
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
か
今
年　

歳
に
な
る
こ
の
歳
ま
で
や
っ
て
い

��

る
と
は
…
。
今
や
全
国
的
に
有
名
な
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
ま
ち
と
な
っ
た
新
見
市
の
新
見
高
校
や
城
山
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南 か ら

Hello Niimi! How are you?
It � s hard to believe that I have been living in Niimi for 10 months! 
Time flies by fast!
I love living in Niimi! My coworkers at Tetta and Shingo Chugakko 
have been very welcoming. I also really enjoyed getting to know 
all my students! I have learned many things and I am having a 
great experience! In the past 10 months, I have spent my time 
learning kendo and karate. The katas are very hard to memorize. 
So far, in karate, I have studied the Shiotsuki, Pinan Nidan, and 
Pinan Shodan kata. In kendo, I have learned the Ippon-me, Nihon-
me, and Sanbon-me kata. When I return to America, I intend to 
continue my studies with karate and kendo.
Additionally, I have also spent my time traveling throughout 
Japan. I finally fulfilled my dream of seeing the amazing snow 
sculptures at the Sapporo Snow Festival. I have wanted to go to the 
Sapporo Snow Festival ever since I was in high school! Hokkaido 
was the coldest place that I � ve ever been in. Coming from Los 
Angeles where temperatures never fall below 7 ℃, I was very 
unprepared for the cold. But I � m happy to say that I survived my 
first winter and finally saw snow for the first time! Besides 
Hokkaido, I also had the opportunity to travel to Osaka, Tokyo, 
Kyoto, Kobe, and Shikoku.
In March, my mother and sister came to visit me in Niimi. They 
really liked Niimi. I took them to my favorite restaurant, 
Kanayama. I love Kanayama sauce! I even sent a bottle of 
Kanayama sauce to my family back home, as a Christmas present. 
My grandparents sent me a letter saying how much they loved it! If 
you open my refrigerator, there will always be a bottle of 
Kanayama sauce in there!
Unfortunately, I will be leaving Japan in August. I � m trying to do 
as many things as I can before I leave. Before I leave, I want to 
travel down to Kyushu. I will miss Kanayama sauce. So I plan to 
bring home as many bottles that can fit in my suitcase! More 
importantly, I will miss my schools, the people that I � ve met in the 
Niimi community, the other ALTs, and being surrounded in the 
beautiful nature of Japan.
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（筆者は写真中央）
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　西方小学校で「学び愛のまち　にいみ」の学習

サポート事業が始まりました。

　この日は、公立大学の学生が、プリントに丸を

付けたり、ヒントや助言を与えるなど、子どもた

ちの補充学習のサポートにあたりました。

　楽しい雰囲気の中で、子どもたちは意欲的に課

題に取り組んでいました。

��������		
�����������

��������
���

�／�

　きらめき広場・哲西周辺で「第��回鯉が窪湿原

まつり」が開催されました。

　周辺の水田では、牛の代かきに続き、太鼓の音

や田植え歌に合わせ、早乙女が田植えを行う「太

鼓田植え」が披露されました。

　また、鯉が窪湿原ではリュウキンカやサワオグ

ルマが咲き、家族連れらが足を運び湿原でのひと

ときを満喫していました。

��������	
��

��������	�／�

　神郷油野の三室総合案内所周辺で「三室峡シャ

クナゲ祭り」が開催されました。

　会場では、餅まきやゆずりは太鼓、備中神楽な

どの催しや、ヤマメの塩焼きや山菜うどん、特産

品などの販売が行われました。

　また、家族連れらは青笹川でヤマメ釣りをして、美

しい自然のなかで楽しい一日を過ごしました。

��������	


������
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�／�

　新見商工会議所で新卒地元就職者激励会が行わ

れました。

　始めに、新中会頭が「若さと柔軟な感覚を持っ

て活躍してほしい」と激励したあと、先輩社会人

が助言やエールを送りました。その後、新卒就職

者の代表が「地域の発展に貢献したい」と謝辞を

述べました。地域を盛り上げる活躍を期待しま

す。
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　岡山県消防学校で岡山県消防操法訓練大会が開

催されました。

　小型ポンプ操法の部には、地区大会を勝ち抜い

た��チームが出場し、新見市からは神郷分団が日

ごろの練習の成果を披露しました。

　神郷分団は�位入賞を果たすとともに、�番員

が優秀番員表彰を受賞しました。

��������	
�
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　千屋成地牡丹園で「成地牡丹祭り」が開催されま

した。

　会場では、沖縄三線や備中神楽などの催しや、

地元住民による屋台村が開かれ、A級グルメの代

表である千屋牛を使った料理の販売も行われまし

た。また、中国・信陽市から贈られた牡丹など約

2,000本が見ごろを迎え、来場者らは色とりどりの

大輪の花に見入っていました。
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　大佐源流公園野外ゾーンで「大井野清流・石楠

花まつり」が開催されました。

　会場では、江与味傘踊りグループの踊りなどの

催しや、ヒメノモチや山菜おこわ、牛串焼きなど

の販売が行われました。

　家族連れらは、マス釣りや御洞渓谷、赤松渓谷

の散策などで自然を満喫しました。

����������	��
���
しゃく な げ
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　新見御殿町センター裏の高梁川で「にいみ子ども

マス釣り大会」が開催されました。

　子どもたちは父母らと一緒に、大物ゲットを目

指しマス釣りを楽しみました。また、金魚やコイ、

マスのつかみ取りも行われ、ずぶ濡れになりなが

ら魚を追いかけました。
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新
見
市
の
乳
幼
児
健
診
で
の

む
し
歯
罹
患
率
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
岡
山
県

の
平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
県

内
の
市
町
村
の
な
か
で
も
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

（
※
グ
ラ
フ
）

①
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
む
し
歯
菌

　

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

食
事
の
後
に
は
、
子
ど
も

に
歯
ブ
ラ
シ
を
持
た
せ
、
歯

み
が
き
を
す
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
そ
の
あ
と
、
保

月
か
ら
半
年
に
１
回
は
定
期
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

身
近
に
い
る
保
護
者
な
ど
も
定

期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
、
む

し
歯
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ッ
素
が
歯
に
取
り
込
ま
れ

る
と
、
エ
ナ
メ
ル
質
が
強
く
な

っ
て
、
む
し
歯
菌
の
出
す
酸
に

負
け
に
く
い
歯
に
な
り
ま
す
。

歯
科
医
院
で
フ
ッ
素
を
塗
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
フ
ッ
素
入
り
歯

み
が
き
剤
や
う
が
い
が
で
き
な

い
子
ど
も
向
け
に
フ
ッ
素
ス
プ

レ
ー
や
フ
ッ
素
入
り
ジ
ェ
ル
状

歯
み
が
き
剤
な
ど
も
あ
り
ま
す

の
で
フ
ッ
素
を
上
手
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

護
者
が
仕
上
げ
磨
き
を
し
て

し
っ
か
り
ケ
ア
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
寝
る
前
の
仕
上
げ
磨

き
は
大
切
で
す
。
子
ど
も
を

寝
か
せ
た
状
態
で
行
う
と
口

の
中
が
よ
く
見
え
、
磨
き
残

し
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
日
、
必
ず
寝
か
せ
仕
上

げ
磨
き
を
す
る
習
慣
を
つ
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

②
お
や
つ
を
食
べ
る
時
間
と
回

数
を
決
め
て
、
だ
ら
だ
ら
食

べ
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
　

歯
の
表
面
が
溶
け
る
時
間

を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
た

め
に
、
だ
ら
だ
ら
食
べ
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
飲
み

物
も
「
の
ど
が
渇
い
た
と
き

は
お
茶
か
お
水
」。ジ
ュ
ー
ス

な
ど
を
合
間
に
飲
む
の
は
や

　

め
ま
し
ょ
う
。

��　

よ
く
噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

唾
液
の
分
泌
が
盛
ん
に
な
り
ま

す
。
唾
液
に
は
、
酸
性
に
な
っ

た
口
の
中
を
中
性
に
戻
す
力
が

あ
り
ま
す
。
よ
く
噛
ん
だ
時
に

出
る
唾
液
は
、
通
常
出
る
唾
液

に
比
べ
て
、
約　

倍
か
ら　

倍

３０

６０

も
酸
を
中
性
に
す
る
力
が
強
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
む
し
歯
は
、
で
き

は
じ
め
る
と
進
む
の
も
早
い
も

の
で
す
。
で
き
れ
ば
、
か
か
り

つ
け
医
を
決
め
て
、
３
〜
４
か
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
親
子
保
健
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

※グラフ
　むし歯罹患率の推移
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���������������������������������
���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課 地域医療係  （������）

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

����������������������
����������������������

��������	
��

��������	
��������

��������	
�

���������	

���������

平成��年�月生��：��～��：��水�月��日

���������	


���������

平成��年��月生��：��～��：��火�月��日

※会場は、新見市保健福祉センターです。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途ご案内し
ます。

��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について当番の小児科医または
看護師などが電話で相談に応じるととも
に受診などについて適切なアドバイスを
行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子
　　　　　　どもおよびその保護者

���������	


���������

平成��年��月生��：��～��：��水�月�日

■問い合わせ先
　健康づくり課　親子保健係（������）

���
��������

�：��～��：��神郷保健センター
火�月��日 ��：��～��：��きらめき広場・哲西

��：��～��：��松陽産業(株)岡山工場
�：��～��：��新見市消防本部

木�月��日
��：��～��：��Aコープあしん
��：��～��：��備中県民局新見地域事務所

月�月�日
��：��～��：��杉岡建設（株）

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に
　限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。

����������

���������

平成��年��～��月生��：��～��：��火6月18日

��������

���������

平成��年��月～��月��日生��：��～��：��火�月��日

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������

真庭市　さとう医院（外） ����������

�月�日（日）

新見市　太田病院 ������

庄原市　三上クリニック �����������

真庭市　落合病院（内） ����������

真庭市　金田病院（外） ����������

真庭市　遠藤クリニック（外） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　勝山病院（内･外） ����������

真庭市　高田医院（外） ����������

�月��日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　金田病院（内・外） ����������

真庭市　新庄村診療所（内） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　瀬尾医院 �����������

真庭市　近藤病院（内・外） ����������

真庭市　杉江医院（内・外） ����������

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　金田病院（内・外） ����������

真庭市　岸本医院（外） ����������

対象者 ５～８か月の乳児をもつ保護者 
内　容 �離乳食のすすめ方　 
      講話、離乳食の試食 
 �講話「元気がでる子育て」 
 �育児相談、離乳食相談など 
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い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
や

虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
問

題
は
周
囲
の
目
に
つ
き
に
く
く
、

ま
た
被
害
者
で
あ
る
子
ど
も
が

被
害
を
訴
え
る
だ
け
の
能
力
が

な
か
っ
た
り
、
身
近
に
相
談
で

き
る
大
人
が
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
 「
子
ど
も
の
人
権
�
�
�

番
」
は
、
そ
れ
ら
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
て
解
決
す
る
た
め

の
専
用
相
談
電
話
で
す
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も

相
談
で
き
、
電
話
は
最
寄
り
の

法
務
局
に
つ
な
が
っ
て
法
務
局

職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
電
話
番
号　

　

�
�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�

 

    
■
受
付
時
間　

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　
 （
平
日
の
み
）

　

な
お
、
�
月　

日
�
か
ら
�

��

月　

日
�
ま
で
は
、
全
国
一

��
斉
「
子
ど
も
の
人
権
�
�
�

番
」
強
化
週
間
と
し
て
、
受

付
時
間
を
�
時　

分
〜　

時

��

��

 （
土
・
日
曜
は　

時
〜　

��

��

時
）
に
延
長
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

岡
山
地
方
法
務
局

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　
 「 
不
正
ガ
ソ
リ
ン 
」 
と 
は 
、

正
規
の
ガ
ソ
リ
ン
に
ガ
ソ
リ
ン

以
外
の
も
の
（
灯
油
な
ど
）
を

混
ぜ
た
も
の
で
、
揮
発
油
税
の

脱
税
行
為
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
、
す
ぐ
お
電

話
く
だ
さ
い
！

◎
ガ
ソ
リ
ン
に
何
か
を
混
ぜ
て

　

販
売
し
て
い
る
噂
を
聞
い
た
。

◎
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
し
て
か
ら
、

　

車   
の 
調 
子 
が 
お
か
し
い
。

◎
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
時
に
、
変

　

な
ニ
オ
イ
が
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
国
税
局

　

�
�
�
� 
�－

�
�
�－

�
�
�

　

「
先
月
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
健
康
食
品
を
今
か
ら
送
り

ま
す
」
な
ど
と
突
然
電
話
が
あ

り
、「
申
し
込
み
を
し
て
い
な

い
」
と
断
っ
て
も
、
強
引
に
商

品
を
送
り
つ
け
ら
れ
る
と
い
っ

た
被
害
が
多 
発 
し 
て
い 
ま 
す 
。

　

悪 
質 
な 
業 
者 
に 
な 
る 
と 
、 「
会

社 
を 
潰 
す 
気 
か 
」 「 
買
わ 
な
か 
っ

た
ら
裁
判
所
に
訴
え
る 
」
と
い

�
�
�
�

れ
ぞ
れ
講
師
に
お
迎
え
し
ま
す
。

  
み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
日
時

�
第
�
回　

�
月　

日
�　

��

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
健

　

康
講
話

�
第
�
回　

�
月　

日
�

��

　

梅
雨
を
乗
り
切
ろ
う

�
第
�
回　

�
月　

日
�

��

　

機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
①

�
第
�
回　

�
月　

日
�

��

　

夏
バ
テ
予
防
と
免
疫
力
ア
ッ

　

プ
�
第
�
回  
�
月　

日
�

��

　

機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
②

�
第
�
回　

�
月　

日
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

�
�
�
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�
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�
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�

�

�
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�
�
�
�
	

���
�
�
�
��
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

っ
た
高
圧
的
な
態
度
に
で
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
を
し
た
覚
え
が
な

く
、
購
入
す
る
つ
も
り
が
な
け

れ
ば
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
断
っ
た
の
に
商
品
が

送
ら
れ
て
き
た
場
合
は
、
受
け

取
り
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
際
は
、
伝
票
に
あ

る
業
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号

な
ど
を
控
え
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課 （
�
�
�
�
�
�
）

　

ま
た
は

　

新
見
警
察
署 （
�
�
�
�
�
�
）

　
　
 介
護
予
防
の
た
め
の
健
康
維
持

 
・
増
進
と
運
動
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
健 

康 
教 
室
」 を 
開 
催
し
ま
す
。

　

「
げ
ん
き
広
場
に
い
み
」の 
藤 

ふ
じ

 
本  
広  
平 
さ
ん
、
介
護
予
防
体
操

も
と 

こ
う 

へ
い

指
導
士
の 
三  
村  
幸  
子 
さ
ん
を
そ

み 

む
ら 

さ
ち 

こ



����������
����������

る
人
々
の
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
、

優
秀
作
品　

点
を
展
示
し
ま
す
。

��

■
日
時　

　

�
月 　

日
�
〜 
�
月 
�
日

��

　

�　

�
時
〜　

時
��

■
場
所　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会

で
は
、
平
成　

年
度
新
見
阿
哲

��

文
学
選
奨
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
部
門

　

①
小
説
（
随
筆
、
戯
曲
、
児

童
文
学
を
含
む
）
②
詩
③
短

歌
④
俳
句
⑤
川
柳
⑥
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
（
童
話
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
川
柳
な
ど
）

■
応
募
資
格

�
市
内
在
住
者
、
出
身
者
、
勤

務
者

�
市
内
の
文
学
活
動
に
参
加
し

て
い
る
人

※
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
小
・
中
学
生

■
作
品
募
集
締
切

　

�
月　

日
�

��

　

夏
の
疲
れ
に
回
復
力
ア
ッ
プ

�
第
�
回　
　

月　

日
�　
　

��

��

　

機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
③

�
第
�
回　
　

月　

日
� 

��

��

　

青
竹
ふ
み
ふ
み

�
第
�
回  　

月
�
日
�

��

　

機
能
改
善
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
④

　
 
・
お
で
か
け
健
康
教
室

�
第　

回  　

月　

日
� 

��

��

��

　

自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
・
健

　

康
づ
く
り
講
演
会

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
�
時　
��

　

分
〜　

時　

分

��

��

■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
・
げ
ん

　

き
広
場
に
い
み

■
参
加
資
格

　
　

歳
以
上
の
市
民

��
■
定
員

 　
 　

名
（
申
込
受
付
順
）

��

■
参
加
費

　

� 
, 
� 
� 
� 
円

■
申
込
方
法

　

新
見
公
民
館
お
よ
び
ま
な
び

広
場
に
い
み
（
受
付
）
に
あ

る
参
加
申
込
書
に
よ
り
、
新

見
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込

み
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先  

　

新
見
公
民
館 （
�
�
�
�
�
�
）

　

　

市
内
�
女
性
団
体
主
催
に
よ

る
、
新
見
い
き
い
き
バ
ザ
ー
ル

「
も
〜
っ
た
い
な
い
市
」
を
開

催
し
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
メ
イ
ン
に
、
特
産
品
の
販

売
・
エ
コ
商
品
の
展
示
な
ど
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
、

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

　

�
月　

日
�　

時
〜　

時

��

��

��

■
場
所　

ま
な
び
広
場
に
い
み

■
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
哲
商
工
会
女
性
部　

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

高
梁
川
本
流
・
支
流
の
自
然

や
生
き
物
の
生
態
、
川
に
生
き

�����������

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�－

�
�
�
�　

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�

ま
な
び
広
場
に
い
み
団
体
活

動
室
内

　

新
見
阿
哲
文
学
選
奨
協
議
会

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

中
国
自
動
車
道
を
走
行
す
る

車
両
の
通
行
に
支
障
と
な
る
倒

竹
木
な
ど
を
、
伐
採
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
車

両
の
安
全
な
通
行
の
た
め
、
ご

理
解 
と 
ご 
協 
力 
を 
お 
願 
い 
し 
ま

す
。

　

ま
た
、
中
国
自
動
車
道
を
利

用
の
際
、
通
行
の
支
障
と
な
っ

て
い
る
倒
竹
木
を
発
見
さ
れ
た

場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

平
日
の
昼
間

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
三
次

　

高
速
道
路
事
務
所
） 

　

そ
の
他
の
時
間

　

�
＃
�
�
�
�

　

（
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見

支
所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
（
�
月
・
�
月
分
）

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の

　

健
康
相
談

　

�
月
�
日
�　

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

●
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新

　

見
地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談

　

も
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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������������
��������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
月
の
休
館
日

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��
�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	���������	
������������	
�

�月　�日���：��～　歴史講座�（新見）

　　　�日���：��～　子ども映画会（哲西）

　　��日���：��～　こどもお楽しみ会（新見）

　　��日���：��～　こども映画会（新見）

　　��日���：��～　歴史講座�（新見）

��������	
���������

土金木水火月日

�

�������

�������������

��������������

��������������

������� �
��

　コウさん自慢の、ご飯のおかず
にもおつまみにも最適なレシピ。
ふだん使いの“おかずおつまみ”、
旬の素材で“おかずおつまみ”、
常備素材で“おかずおつまみ”。
ボリュームがあって、野菜たっぷり
のレシピ���点が紹介されていま
す。

『拉致と決断』
 蓮  池 　 薫 ／著　新潮社　����年
はす いけ かおる

　川柳ブームの火付け役となったベ
ストセラーの第�弾です。社団法
人全国有料老人ホーム協会が主催
し、毎年1万を越える応募作の中か
ら選ばれたユニークな作品の数 。々
シニア発、お達者パワー全開の、
笑えてしみじみするメッセージ満載
の一冊です。

『おじいさんのしごと』
 山  西 　ゲンイチ／著　講談社　����年
やま にし

『シルバー川柳２』
 全  国  有  料  老  人 ホーム 協  会 ／著　ポプラ社　����年
ぜん こく ゆう りょう ろう じん きょう かい

　「北」での��年間を初めて綴
った迫真の手記。監視下の生活、
偽装経歴、脱出の誘惑、洗脳教
育、��年核危機と開戦の恐怖、
検閲を潜った親父の写真、飢餓
と配給、電撃帰国の真相…感涙
のドキュメントです。

『コウケンテツ流“家飲み"ごはん』
コウケンテツ／著　オレンジページ　����年

　死んでしまったケンタくんのおじいさ
ん。間違えて「ねこの天国」に着いて
しまったおじいさんはある仕事を任され
るのでした。最後の場面で、離れてい
ても、ちゃんとおじいさんとケンタくん
はつながっているんだなっと感じられ、
体の中があたたかいものでいっぱいに
なります。ねことおじいさんが大好きな
子に贈りたくなる絵本です。

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�



����������
����������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

て
描
く
」
と
谷
本
氏
は
言
う
。
そ
れ
は
彼
が

生
と
死
と
再
生
の
流
転
の
中
で
寄
り
添
っ
て

き
た
モ
ノ
た
ち
で
あ
り
、
祈
り
を
こ
め
て

�
青
い
バ
ラ
�
は
手
向
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
芸
術
の
道
を
貫
く
谷

本
明
久
氏
の
、
虚
飾
の
な
い
モ
ノ
の
本
質
に

行
き
つ
い
た
表
現
世
界
を
提
示
す
る
、
油
彩

画
の
大
作�

点
を
展
示
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ

��

さ
い
。

谷
本
明
久

■
1
9
3
4
年
生
ま
れ　

岡
山
県
高
梁
市
在
住

■
独
立
美
術
協
会 
会
友

■
関
西
独
立
美
術
展
最
優
秀
賞
な
ど
賞
歴
多
数

　

画
歴　

年
40

　

画
家
・
谷
本
明
久
氏
の
ま
な
ざ
し
は
一
途

に
�
モ
ノ
�
へ
と
注
が
れ
、
そ
の
本
質
を
突

き
つ
め
る
。
廃
物
と
な
っ
た
ド
ラ
ム
缶
や
針

金
、
か
つ
て
こ
の
地
に
生
き
た
牛
の
頭
蓋
骨

に
彼
の
心
の
眼
は
向
か
う
。
こ
の
世
の
無
常

を
示
す
モ
ノ
を
慈
し
み
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描

き
だ
す
。

　

『
ア
ト
リ
エ
の
青
い
バ
ラ
』
（
油
彩 
）
は
、

猪
風
来
の
縄
文
オ
ブ
ジ
ェ
『
性
愛
』
を
モ
チ

ー
フ
に
描
か
れ
た
。
そ
こ
に
宿
る
�
モ
ノ
�

が
彼
の
心
に
触
れ
、
生
命
の
営
み
の
表
出
が

バ
ラ
の
ご
と
く
変
幻
す
る
と
き
、
卓
抜
し
た

画
力
に
よ
っ
て
独
自
の
心
象
世
界
が
紡
が
れ

る
。
「
ア
ト
リ
エ
に
あ
る
モ
ノ
を
組
み
立
て 会

期
▼
�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈企画展〉

�����

し
た
ジ
オ
ラ
マ
作
品　

点
を
一
堂
に
紹

��

介
し
ま
す
。
懐
か
し
く
て
あ
た
た
か
み
の

あ
る
、
レ
ト
ロ
な
世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 ●観覧料

　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）

　

山
本
高
樹
（
1
9
6
4
〜
）
氏
は
、
昭

和
の
街
並
み
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
作
り
続
け
る
、
ジ

オ
ラ
マ
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

単
に
モ
チ
ー
フ
を
縮
小
し
た
だ
け
で
な

く
、
時
代
の
味
わ
い
や
空
気
感
を
凝
縮
し

た
作
風
が
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
最

近
で
は
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ
ん

先
生
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
タ
イ
ト
ル
の
ジ

オ
ラ
マ
を
制
作
し
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
最
新
作
を
は
じ
め
、
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
映
っ
た
昭
和　

年
代
の
懐

30

か
し
い
街
並
み
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
制
作

�
�
�
�
��

会
期
▼
�
月　

�
〜
�
月　

日
�
ま
で
会
期
中
無
休

��

��

�
���
���
���
���
�
�
�
	

�
�
�

�
�

や
ま 

も
と 

た
か 

き

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

市
内
在
住
で
、
市
外
の
小
中
学
校
に
通
学

し
て
い
る
児
童
お
よ
び
生
徒
の
人
に
も
発

行
し
ま
す
。

住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

新
見
美
術
館

「アトリエの青いバラ」（油彩F１３０号 ２０１１年）



������������
�������

� � ���� ��� ���

�
��
�

�
��
��
�
���から

���まで

��������

�
びっちゅう環境フェア
���：��～��：��
�まなび広場
�生活環境課環境保全係
　（�����）

��
人権・行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：�� 
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

����
交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�Ｆ図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）

��

����
一般質問（予備日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局
　（�����）

人権・行政相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�大佐支局
　（�����）
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�神郷支局
　（�����）

��
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
高梁川流域の自然フォト
コンテスト���� 
《巡回展示》 （� 月 � 日まで）
��：��～��：��
�まなび広場にいみ
　ギャラリー
�生涯学習課（�����）

��
平 成��年 � 月議会定例会　
（閉会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

��
献血
��：��～��：��
�新見市消防本部
���：��～��：��
�Ａコープあしん
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

��
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会
　哲多支所（�����）

�
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター
　小会議室
�商工観光課
　 （�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所（�����）
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�社会福祉協議会神郷支所（�����）

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター
　小会議室
�商工観光課
　（�����）

委員会（予備日）
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局
　（�����）



����������
����������

��������������

���
心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）
��：��～��：�� 
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

��
議会運営委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

�

��
第30回哲多ふる里

すずらんまつり
��:��～��：��
�本郷小学校周辺
�哲多支局（�����）

��������
献血
��：��～��：��
�神郷保健センター
���：��～��：��
�きらめき広場・哲西
���：��～��：��
�松陽産業�岡山工場
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

��
平 成��年 � 月議会定例会　  
（開会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�

������
一般質問
���：��～�市役所議場
�議会事務局（�����）

人権・行政・家庭児童・母父子相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

登記相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

��
一般質問
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

����
第��回新見市壮年
ソフトボール大会
��：��～��：��
�まんさく運動公園
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

������
総務産建常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
文教福祉常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��
予算決算常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��

����
人権相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）

��
献血
���：��～��：��
�備中県民局新見地域事務所
���：��～��：��
�杉岡建設�
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

��

���������� ��� � � �

心配ごと相談 

法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　http://www.city.niimi.okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（＋�人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…���人

　死亡…��人　 転出…���人

　世帯数　������世帯（＋��世帯）

　（平成��年�月末日現在）

�������

■市県民税　　１期
　（納期限：�月�日）
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���������ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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